
53丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

気象要因からみた丹沢山地のブナハバチ幼虫による食葉害の発生予測

相原敬次 *・谷脇　徹 *・齋藤央嗣 *・越地　正 *・
谷　晋 **・伴野英雄 ***・山上　明 **

Forecasting beech sawfly (Fagineura crenativora) larval feeding
damage based on weather factors in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　まえがき
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Ⅱ　材料と方法

１　材料
（1）　食葉害の記録

（2）　気象要因

2　方法

図 1　食葉害の調査地

表 1　食害指数（谷ら 2012a）および食害度
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Ⅲ　検討結果および考察

1　食害度と気象要因の年度推移

2　食害度と各月の気象要因との単相関関係

図2　食害度と総降水量の年度推移および相関係数（R）

図3　食害度と平均気温の年度推移および相関係数（R）

図4　食害度と日照時間との年度推移および相関係数（R）

表 2　 食害度と月間降水量、月平均気温および月間
日照時間との単相関係数

表 3　 食害度を従属変数、気象要因を説明変数にし
た重回帰モデル式

図 5　月間の降水量と食害度との関係
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３　食害度と気象要因との重回帰関係

4　調査地毎の食害指数と気象要因の重回帰関係

図 6　食害度の経年推移と重回帰式による推定値

図 7　調査地毎の食害指数の年度推移

表 4　調査地毎の食害指数による重回帰式

表 5　 檜洞丸および丹沢山の食葉害観察結果（越地
2002）と食害度の推定値
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Ⅳ　まとめ

Ⅴ　引用文献
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59丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

丹沢山地におけるブナハバチ対策

谷脇　徹 *・相原敬次 *・齋藤央嗣 *・山根正伸 **・
伴野英雄 ***・山上　明 ****・谷　晋 ****

Control of the beech sawfly, Fagineura crenativora
(Hymenoptera: Tenthredinidae), in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　はじめに
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写真 1　各発育段階のブナハバチ

図 1　丹沢山地高標高域のブナハバチ生活環
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Ⅱ　防除手法

1　発生予察

2　成虫の誘引捕獲

写真 2　 黄色の衝突板トラップ設置状況（2015 年 5
月大室山）

写真 3　 黄色の衝突板トラップ（矢印）によるブナ
ハバチ成虫の大量捕獲試験（2013 年 4 月
檜洞丸）

写真 4　 ブナ樹幹への粘着シート設置状況（2013
年 6月大室山）

表 1　 檜洞丸におけるブナハバチ発生予察（谷脇
2015 を一部改変）
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3　幼虫の樹幹粘着シート捕獲

4　薬剤の樹幹注入

Ⅲ　防除対策の進め方

写真 5　 ブナ樹幹への薬剤注入状況（2015 年 4 月
厚木市七沢）
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Ⅳ　長期的なブナハバチ大発生の抑止対策

図 2　ブナハバチの防除体系
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Ⅴ　おわりに

Ⅵ　謝　辞

Ⅶ　引　用　文　献
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67丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

植生保護柵を用いた丹沢のブナ等冷温帯森林の再生
― 天然更新と植栽の試験から ―

田村　淳 *・谷脇　徹 *・井田忠夫 **・中西のりこ **・吉田直哉 **

Restoration of cool temperate deciduous forests inside
deer-proof fences in the Tanzawa Mountains: a comparison of

natural regeneration and planting seedlings

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　調査地と方法

1　調査地

表 1　調査地の概要



69植生保護柵を用いた丹沢のブナ等冷温帯森林の再生　― 天然更新と植栽の試験から ―

2　調査方法

3　解析方法

Ⅲ　結　果

1　更新木の種数と種組成

表 2　植栽した地域における樹種と植栽本数の一覧

表 3　更新木の樹種特性とハビタットタイプ
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2　更新木の個体数

3　植栽木の生残と樹高の推移

Ⅳ　考　察

1　天然更新による森林再生

図 2　 柵内の調査区における更新木の種数に占める
ハビタットタイプの比率

図 1　林床植生型別の更新木の平均種数
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図 4　 植栽木の相対生存個体数（左）と平均樹高（右）の推移

図 3　柵設置後 5年目の更新木の個体数

イタヤカエデ イタヤカエデ



72 神奈川県自然環境保全センター報告　第 14号　（2016）

2　植栽による森林再生



73植生保護柵を用いた丹沢のブナ等冷温帯森林の再生　― 天然更新と植栽の試験から ―

Ⅴ　謝　辞

Ⅵ　引用文献
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75丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

衰退リスクから見たブナ林の再生優先地マップの作成

鈴木　透 *・谷脇　徹 **・山根正伸 ***

Developing a restoration priority map for beech forest based 
on the risk of forest degradation

Ⅰ　はじめに
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Ⅱ　調査方法

1　調査対象地

2　衰退リスクの評価

3　再生優先地マップの作成

図 1　調査対象地

図 2　ブナ林再生対象地の選定方法



77衰退リスクから見たブナ林の再生優先地マップの作成

Ⅲ　結果及び考察

1　衰退リスクの評価

図 3　 2013 年におけるギャップの分布図 図 4　 蛭ヶ岳から丹沢山周辺の 2013 年における
ギャップの分布図
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2　再生優先地の選定

図 6　ブナ林再生対象地（檜洞丸周辺）

図 8　ブナハバチ対策地区

図 7　ブナ林再生対象地（蛭ヶ岳から丹沢山）

図 5　推定したブナハバチの累積的影響



79衰退リスクから見たブナ林の再生優先地マップの作成

Ⅳ　謝辞

Ⅴ　引用文献

図 9　再生優先地マップ（大室山周辺）

図 10　再生優先地マップ（蛭ヶ岳周辺）

図 11　再生優先地マップ（蛭ヶ岳から丹沢山）
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81丹沢山地ブナ林の衰退要因とその複合作用

要　旨

丹沢山地の再生優先地マップに基づいた統合的なブナ林再生事業

谷脇　徹 *・永田幸志 **・西口孝雄 *・田村　淳 *・
鈴木　透 ***・山根正伸 ****

Integrated management of beech forests restoration utility based
on a restoration priority map in the Tanzawa Mountains

Ⅰ　はじめに
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写真 1　植生保護柵 写真 3　金網筋工

写真 2　ワイルドライフレンジャー
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Ⅱ　ブナ林の再生技術

1　ブナハバチ対策によるブナの保全

2　後継樹の保護・育成によるギャップ閉鎖
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Ⅲ　効果的なブナ林再生事業の実施方法

1　再生優先地の抽出

2　ブナハバチ対策

表 1　丹沢山地のブナ林再生優先地におけるブナハバチ対策及びギャップへの対策の緊急性
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3　ギャップへの対策

（1）小ギャップでの「ブナ更新促進」

（2）大ギャップでの「高木再生」

表 2　ブナ林再生の対策地区の基準と事業実施例
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（3）「風衝草地」の保全

（4）ギャップへの対策としてのシカ捕獲

4　ブナ林再生の方針

図 1　ブナ林再生の方針
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Ⅳ　おわりに

Ⅴ　引用文献
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89ブナ林衰退機構解明プロジェクトに関連する過去 5年間の研究業績リスト（査読付き学会誌掲載論文）

丹沢山地の大気環境

丹沢山地のシカと植生

ブナハバチの生態、対策及び天敵多様性

丹沢山地の希少種の保全

ブナ林衰退機構解明プロジェクトに関連する過去5年間の研究業績リスト
（査読付き学会誌掲載論文）
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CONTENTS

Feature

Towards conservation of the beech forests on the Tanzawa Mountains: 
elucidation of the forest decline mechanism and development of its 

restoration approach

Mechanism of the beech forests decline

Atmospheric environment around the beech forests

Beech sawfly feeding damage to the beech forests

Diagnosis of water stress in beech trees
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Development of techniques for conservation and restoration of the beech forests

Effective utility for conservation and restoration of the beech forests



表紙の写真
（表表紙）

上段左　疎林化が進む檜洞丸山頂付近のブナ林

上段中央　植生の回復が良好な三峰尾根の植生保護柵

下段左　檜洞丸の大気・気象観測施設

下段中央　葉を食べる大量のブナハバチ幼虫

右　薬剤の樹幹注入によるブナハバチ防除試験

（裏表紙）

　良好な環境が残された菰釣山のブナ林。林床にスズタケが繁茂し、中低木が豊富に生育し、階層構

造が発達した森林であり、ブナ林再生の目標像の一例といえる。丹沢のなかでも林床にスズタケが繁

茂するブナ林は残り少ないが、ここ数年でニホンジカの採食影響が目立つようになり、今後の森林環

境の劣化が危惧される。
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